
着替えもお子さんも成長の過程で「やりたい！」という気持ちが芽生えてきます。そこで着替えにくいお洋服だ

と･･･うまくできない、もう嫌だな･･･などせっかくの成長のきっかけが遠くなってしまいます。そこで親御さん

がまずできることは、環境を整えてあげることです。それは着替えをしやすい、柔らかい素材でよく伸びるもの、

サイズの合った服、オムツを選んであげることで、自分で着替えやすくなります。今一度、サイズや素材を確認

してみて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの中にはいつも「自分でやりたい」気持ちがありま

す。0歳児の着替えも、「おててを通すよ」と言葉をかけて、

そんな気持ちをふくらませていきます。 

 

７/18の歯科検診終了致しました。 

歯科医の方からじっと歯磨きができるお子さんはフロス使用のご

指導がありました。 

これは｢歯に食べ物が引っかかると気持ち悪い｣という感覚を養い、

虫歯予防に繋がるというものです。使用してみたい！という方はか

かりつけ歯科にご相談下さい。 

 

使用してみたい！という方はかかりつけ歯科にご相談下さい。 

 



8/7 は鼻の健康に関心を持ってもらいたいということで、日本耳鼻咽頭科頭頸部外科学会が「鼻の日」として制

定しました。とても大切な器官なのでお子さんの年齢に合ったケアを適切にしましょう。 

●1.2歳さんのケア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●3～5 歳さんのケア 

                      

 

 

 

 

 

 鼻の中は粘膜に覆われていて、ウイルスや細菌、ほこりなどを

キャッチして、鼻水といっしょに外に追い出しています。子ども

の鼻の中はとてもせまいので、少し鼻水が増えただけでもつまり

やすいもの。小さな子どもは上手にはなをかめないので、こまめ

に鼻水を取ってあげましょう。 

鼻の奥は耳（中耳）とつながっています。風邪をひいたときに

はなを強くかむと、鼻の中のウイルスや細菌が中耳に送られ、

中耳炎の原因になります。普段から、鼻水は「片方ずつ、やさ

しく」かむよう伝えましょう。 

 


